
【イベント概要】

本イベントは，平成１２年以来，当地農政関係者との良好な関係

の構築・維持を目的に毎年開催しているもので，今回が第20回目。

本年も，ＪＡグループ，サントリー等の協力を得て，和牛，米等の

日本産食材を活用した和食や日本酒，焼酎，ウィスキー酒類を紹

介。食料・農業関連の米国政府・議会関係者のほか，当地の食品

業界関係者，各国外交団など，200名超が参加。

＜主な食材・メニュー＞

①京都府・栃木県産米を用いた寿司・おにぎり

②鹿児島県産和牛を用いたしゃぶしゃぶ・寿司（正真正銘の
Japanese Wagyu）

③日本市場向け米国産四元豚を用いた豚カツ・生姜焼き

④日本酒（六歌仙・ひととき（山形県）、大七・真桜、ほまれ・ゆず
酒（福島県）、久保田萬寿（新潟県）、梵（福井県）、玉乃光、山
本本家・柚想い（京都府）、賀茂泉・にごり（広島県）、獺祭（山
口県））、鹿児島焼酎

⑤米国産酒（北米酒造（バージニア）、ベンズアメリカ（ノースカロ
ライナ））、ウィスキー（「Toki」（サントリー））

「食と農を語る夕べ」レセプション（米国・ワシントン）

開催日： 令和 元年 ６月２４日（月）
場 所： 在米大 旧公邸
主 催： 在米大，全国農業協同組合中央会，農畜産業振興機構

在米国大使館


